
2
0
1
1
年
8
月
27
日
に
第
17
回
土
木

系
学
生
に
よ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
カ
ヌ
ー
大
会

（
主
催
：
関
東
支
部
、後
援
：
国
交
省
関
東
地
方

整
備
局
、戸
田
市
、日
刊
建
設
工
業
新
聞
社
）が
荒

川
調
整
池（
彩
湖
）で
開
催
さ
れ
た
。本
大
会
は
、も

の
づ
く
り
の
楽
し
さ
を
学
生
に
実
感
し
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
に
毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

今
年
は
東
日
本
大
震
災
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
た

が
、東
北
・
関
東
地
方
か
ら
も
多
数
の
参
加
が
あ

り
、参
加
チ
ー
ム
数
は
大
学
・
高
専
10
校
12
チ
ー
ム
、

高
校
23
校
28
チ
ー
ム
、計
40
チ
ー
ム
と
過
去
最
多
と

な
っ
た
。

　

本
大
会
の
総
合
順
位
は
レ
ー
ス
結
果
に
技
術
資

料
の
審
査
結
果
を
加
算
し
て
決
定
さ
れ
る
。レ
ー
ス

は
、予
選
か
ら
準
決
勝
ま
で
が
直
線
2
0
0
m
の

コ
ー
ス
で
、決
勝
が
折
返
し
を
含
む
3
0
0
m
の

コ
ー
ス
で
行
わ
れ
た
。大
会
の
結
果
は
下
記
の
通
り

で
あ
る
。

◦�

総
合
優
勝
：
宇
都
宮
大
学（
栃
木
県
）�

�

決
勝
タ
イ
ム
2
分
56
秒

◦
総
合
準
優
勝
：
横
浜
国
立
大
学（
神
奈
川
県
）

◦
総
合
3
位
：
祐
誠
高
校（
福
岡
県
）

◦
高
校
の
部
優
勝
：
大
曲
工
業
高
校（
秋
田
県
）

◦
技
術
賞
：
宇
都
宮
大
学
、大
曲
工
業
高
校

◦�
特
別
賞
：
石
巻
工
業
高
校（Ishikou 

V
号
）�

（
宮
城
県
）

◦
敢
闘
賞
：
木
更
津
高
専（
千
葉
県
）

　

今
大
会
は
宇
都
宮
大
学
の
三
連
覇
や
津
波
の
被

害
を
受
け
た
石
巻
工
業
高
校
の
健
闘
な
ど
で
例
年

以
上
の
注
目
を
集
め
、複
数
の
新
聞
社
や
テ
レ
ビ
局

の
取
材
が
あ
り
、学
会
や
参
加
各
校
の
取
組
み
を
広

く
知
っ
て
い
た
だ
く
契
機
と
な
っ
た
。詳
細
は
関
東

支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.jsce.or.jp/

branch/kanto/

に
掲
載
し
て
い
る
。

（
正
会
員　

西 

恭
彦（
鉄
道
・
運
輸
機
構
））

海
底
地
す
べ
り
は
近
年
注
目
さ
れ
て
い
る

自
然
災
害
で
あ
る
。海
底
地
す
べ
り
に
よ
っ

て
、破
壊
的
な
津
波
が
発
生
・
増
幅
す
る
可
能
性
が

あ
り
、海
岸
や
沿
岸
の
構
造
物
や
海
洋
土
木
構
造

物
に
被
害
を
与
え
、人
命
を
脅
か
す
。最
近
、壊
滅

的
被
害
を
引
き
起
こ
し
た
海
底
地
す
べ
り
の
例
と
し

て
、1
9
7
9
年
の
フ
ラ
ン
ス
・
ニ
ー
ス
海
上
空
港
の

建
設
に
伴
う
崩
壊
、2
0
0
6
年
の
パ
プ
ア
ニュ
ー
ギ

ニ
ア
で
の
局
所
的
大
津
波
、2
0
0
9
年
の
台
湾
南

西
沖
で
の
海
底
ケ
ー
ブ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
切
断

事
故
な
ど
が
あ
る
。
2
0
1
1
年
3
月
の
東
日
本

大
震
災
で
も
、海
底
地
す
べ
り
の
影
響
が
議
論
さ
れ

て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
社
会
背
景
の
中
、2
0
1
1
年
10

月
24
日
〜
26
日
ま
で
の
3
日
間
、京
都
大
学
芝
蘭

会
館
に
て
、標
記
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
っ
た
。こ
れ
は
、

国
際
地
質
学
会
と
ユ
ネ
ス
コ
の
共
同
プ
ロ
グ
ラ
ム

I
G
C
P
の
活
動
の
一
環
で
あ
り
、2
年
に
1
回
行

わ
れ
て
い
る
。土
木
学
会
に
も
後
援
い
た
だ
い
た
今
回

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、ア
ジ
ア
地
域
で
初
め
て
の
開
催

と
な
り
、16
の
国
と
地
域
か
ら
、1
3
0
名
を
超
え

る
参
加
者
を
得
て
成
功
裏
に
終
了
し
た
。

　

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
併
せ
て
、海
底
地
す
べ
り
特

集
号
も
刊
行
さ
れ
た
。佐
竹
健
治
氏（
東
大
地
震

研
）を
は
じ
め
、海
底
に
お
け
る
地
質
学
、地
球
物
理

学
、さ
ら
に
は
地
盤
工
学
の
国
際
的
な
エ
キ
ス
パ
ー
ト

に
よ
っ
て
、海
底
地
す
べ
り
の
最
新
の
科
学
的
成
果

が
収
録
さ
れ
て
い
る
。土
木
学
会
会
員
に
と
っ
て
も
、

海
底
地
す
べ
り
に
関
す
る
貴
重
な
情
報
源
と
な
る

だ
ろ
う
。

（
フ
ェ
ロ
ー
会
員　

亀
村 

勝
美（
公
益
財
団
法
人 

深

田
地
質
研
究
所
））

2
0
1
1
年
8
月
26
日（
金
）に
京
都
大

学
宇
治
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
、第
13
回
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
サ
マ
ー
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
土
木
学

会
国
際
委
員
会（
委
員
長
：
上
田
多
門
・
北
海
道

大
学
教
授
）の
主
催
で
開
催
さ
れ
た
。こ
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
は
土
木
学
会
の
国
際
活
動
の
一
環
と
し
て
、

英
語
で
の
研
究
成
果
の
発
表
の
機
会
を
設
け
る
こ

と
に
よ
り
、日
本
に
滞
在
中
の
留
学
生
・
エ
ン
ジ
ニ
ア

を
中
心
に
、国
際
交
流
と
相
互
理
解
を
深
め
る
目

的
で
企
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
1
9
9
9
年
か

ら
開
催
さ
れ
、13
回
目
と
な
る
今
回
は
、2
0
0
2

年
以
来
2
度
目
の
関
西
で
の
開
催
と
な
っ
た
。

　

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、京
都
大
学
の
二
つ
の

グ
ロ
ー
バ
ル
C
O
E
プ
ロ
グ
ラ
ム（
ア
ジ
ア
・
メ
ガ
シ

テ
ィ
の
人
間
安
全
保
障
工
学
拠
点
、極
端
気
象
と

適
応
社
会
の
生
存
科
学
）か
ら
後
援
を
受
け
、ま
た

公
益
信
託「
土
木
学
会
学
術
交
流
基
金
」の
助
成

を
受
け
て
実
施
さ
れ
た
。

　

1
2
4
名
の
参
加
者（
外
国
人
学
生
・
エ
ン
ジ
ニ

ア
等
75
名
、日
本
人
学
生
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
等
14
名
、組

織
委
員
会
委
員
等
35
名
）を
得
て
、オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
ー
、研
究
発
表
、基
調
講
演
、な
ら
び
に
懇
親

第
13
回
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

サ
マ
ー
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
報
告

土
木
系
学
生
に
よ
る�

�
コ
ン
ク
リ
ー
ト
カ
ヌ
ー
大
会
の��

開
催
報
告

I
G
C
P
5
8
5
第
五
回
国
際

海
底
地
す
べ
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
活
動
報
告

写真1　�スタート位置につく各校のコンクリートカヌー

写真1　�海底地すべり特集号
（Springer）表紙
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会
が
行
わ
れ
た
。ス
タ
デ
ィ
ー
・
ツ
ア
ー
・
グ
ラ
ン
ト

招
聘
者
か
ら
の
研
究
報
告
も
行
わ
れ
た
。シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
プ
ロ
シ
ー
デ
ィ
ン
グ
登
載
の
論
文
に
つ
い
て

は
、全
文
査
読
が
実
施
さ
れ
、掲
載
論
文
は
全
部
で

79
編
で
あ
っ
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
、寶
馨
・
京
都
大
学

防
災
研
究
所
教
授（
京
都
大
学
G
C
O
E
プ
ロ
グ

ラ
ム
・
極
端
気
象
と
適
応
社
会
の
生
存
科
学
の

リ
ー
ダ
ー
）か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
後
、午
前
・

午
後
合
わ
せ
て
計
19
の
一
般
講
演
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
た
。総
発
表
数
は
77
件
で
あ
っ
た
。ま
た
午
後

に
は
基
調
講
演
が
行
わ
れ
た
。基
調
講
演
で
は
、古

田
均
・
関
西
大
学
総
合
情
報
学
部
教
授（
前
土
木

学
会
国
際
委
員
長
）か
ら
、＂A

pplications�of�

S
oft�C

om
puting�in�C

ivil�E
ngineering

＂と

題
す
る
講
演
を
い
た
だ
い
た
。講
演
で
は
、ソ
フ
ト
コ

ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
技
術
の
構
造
工
学
や
耐
震
工
学
へ

の
応
用
と
い
う
最
新
の
話
題
に
加
え
て
、ご
自
身
の

海
外
で
の
研
究
活
動
な
ど
に
つ
い
て
も
お
話
い
た
だ

き
、参
加
者
に
と
っ
て
大
変
興
味
深
い
も
の
で
あ
っ

た
。ま
た
一
般
講
演
で
の
発
表
に
お
い
て
は
ど
の
セ
ッ

シ
ョ
ン
で
も
活
発
な
議
論
が
な
さ
れ
、参
加
者
の
間

で
有
意
義
な
情
報
交
換
が
で
き
た
も
の
と
考
え
て

い
る
。

　

す
べ
て
の
研
究
発
表
終
了
後
、参
加
者
が
一
堂

に
会
し
た
懇
親
会
が
催
さ
れ
、そ
の
中
で
優
秀
発

表
講
演
者（
受
賞
者
は
後
述
の
と
お
り
）に
賞
状
と

記
念
品
が
授
与
さ
れ
た
。懇
親
会
で
は
、世
界
の
さ

ま
ざ
ま
な
文
化
、風
習
に
ま
つ
わ
る
楽
し
い
ゲ
ー
ム

も
実
施
さ
れ
た
。参
加
者
同
士
の
活
発
な
交
流
に

よ
っ
て
、国
際
交
流
と
相
互
理
解
は
い
っ
そ
う
深
め

ら
れ
た
。

（
正
会
員　

戸
田�

圭
一（
京
都
大
学
防
災
研
究
所
））

土
木
学
会
は
公
益
信
託
土
木
学
会
学
術

交
流
基
金
を
活
用
し
、ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー

グ
ラ
ン
ト（S

tudy�Tour�G
rant,�

S
T
G
）と
し
て

毎
年
海
外
協
定
学
会
の
推
薦
を
受
け
た
土
木
技
術

者
を
日
本
に
招
聘
し
て
い
る
。今
年
度
は
土
木
工
学

を
学
ぶ
大
学
生
4
名
を
招
聘
し
た
。来
日
し
た
の
は

マ
レ
ー
シ
ア
のM

s.�C
hua�Y

ie�S
ue

、ネ
パ
ー
ル
の

M
s.�S

ushm
a�C
haudhary

、フ
ィ
リ
ピ
ン
のM

s.�

A
njenine�M

ae�S
.�G
uanlao

、バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

のM
r.�M
d.�A
bdulla

の
4
名
で
あ
る
。

　

日
本
滞
在
は
、8
月
21
日
か
ら
27
日
ま
で
の
1

週
間
で
、土
木
研
究
所
、鹿
島
建
設
技
術
研
究
所
、

早
稲
田
大
学
な
ど
の
研
究
・
教
育
機
関
、大
林
組

が
施
工
す
る
湾
岸
船
橋
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
建
設

現
場
、ま
た
神
戸
で
は
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
や

明
石
海
峡
大
橋
を
訪
問
す
る
な
ど
、積
極
的
に
情

報
の
収
集
を
行
っ
た
。

　

ツ
ア
ー
の
最
後
に
は
、S
T
G
同
様
土
木
学
会
学

術
交
流
基
金
の
助
成
を
受
け
て
実
施
す
る
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
サ
マ
ー
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
会
場
：
京

都
大
学
防
災
研
究
所
）に
て
、日
本
で
の
活
動
の
結

果
得
ら
れ
た
知
見
、所
感
を
発
表
あ
る
い
は
自
身
の

研
究
な
ど
発
表
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

短
い
滞
在
期
間
で
あ
っ
た
が
、わ
が
国
の
土
木
事

業
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
や
土
木
技
術
の
高
さ
、土

木
国
際
教
育
の
整
備
さ
れ
た
環
境
を
知
り
、強
い
印

象
を
与
え
た
よ
う
で
あ
る
。将
来
の
各
人
の
活
動
の

範
囲
を
広
げ
る
契
機
に
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
と

同
時
に
、今
後
、各
国
の
協
定
学
協
会
と
土
木
学
会

と
の
さ
ら
な
る
連
携
の
強
化
に
つ
な
が
る
こ
と
を
願

い
た
い
。

（
正
会
員　

和
田�

一
範（
学
術
交
流
基
金
管
理
委

員
会�

幹
事
長
））

平
成
23
年
度
ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー

グ
ラ
ン
ト
報
告

●
優
秀
発
表
講
演
者�

19
名（
敬
称
略
）

Rajendra Soti（
東
京
大
学
）／Shanker D

hakal（
愛

媛
大
学
）／R

usnardi R
ahm

at Putra

（
京
都
大

学
）／Sherliza Zaini Sooria

（
京
都
大
学
）／Sha 

Lou

（
長
崎
大
学
）／M

anojkum
ar Langhi（

京

都
大
学
）／K

hoi N
guyen D

ao

（
山
梨
大
学
）／

N
etrananda Sahu

（
京
都
大
学
）／N

guyen H
oang 

D
uc

（
首
都
大
学
東
京
）／Seto W

ahyudi（
東
京

大
学
）／D
eepak Raj Bhat（
愛
媛
大
学
）／M

ohsin 
U
sm
an Q

ureshi（
東
京
大
学
）／R

am
a M

ohan 
Pokhrel（
埼
玉
大
学
）／M

uneyoshi N
um
ada

（
東

京
大
学
）／Esm

ael M
oham

ed O
m
er

（
運
輸
政
策

研
究
機
構
）／Y

ong W
u

（
名
古
屋
大
学
）／U

sm
an 

A
km
al（

横
浜
国
立
大
学
）／Y

unjing W
ang

（
名
古

屋
大
学
）／X

in T
ian

（
名
古
屋
大
学
）

写真1　�京都大学防災研究所にて

写真1　�一般講演の様子

写真2　�優秀発表講演者たち
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叙
勲 

◎
瑞
宝
中
綬
章�

◦�

飯
島�

尚
：
フ
ェ
ロ
ー
会
員　

71
歳�

　

（
元
土
木
研
究
所
長
）

◦�

石
川�

信
隆
：
フ
ェ
ロ
ー
会
員　

73
歳�

（
防
衛
大
学
校�

名
誉
教
授
）

◦�

今
岡�

正
美
：
終
身
会
員　

79
歳�

（
山
梨
大
学�

名
誉
教
授
）

◦�

植
下�

協
：
名
誉
会
員　

79
歳�

（
名
古
屋
大
学�

名
誉
教
授
）

◦�

河
野�

清
：
名
誉
会
員　

78
歳�

（
徳
島
大
学�

名
誉
教
授
）

◦�

櫻
井�

春
輔
：
名
誉
会
員　

75
歳�

（
元
広
島
工
業
大
学
長
）

◦�

藤
本�

一
男
：
フ
ェ
ロ
ー
会
員　

72
歳�

（
元
技
術
研
究
本
部�

第
4
研
究
所
長
）

◦�

柳
川�

捷
夫
：
名
誉
会
員　

73
歳�

（
元
北
海
道
開
発
局
長
）

◦�

吉
川�

和
広
：
名
誉
会
員　

81
歳�

（
京
都
大
学�

名
誉
教
授
）

◦�

渡
辺�

昇
：
名
誉
会
員　

83
歳�

（
北
海
道
大
学�

名
誉
教
授
）

◎
瑞
宝
小
綬
章�

◦�

稲
場�

紀
久
雄
：
正
会
員　

70
歳�

（
元
土
木
研
究
所�

下
水
道
部
長
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